
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

土浦民報 
2015 年 1・2 月号 

発行：日本共産党土浦市議団  ◆日本共産党の見解を紹介します。 

■久松 猛    木田余東台 5-3-15 Ｔｅｌ 822-6494 Ｆａｘ 822-7390  E-mail  take19@emobile.ne.jp 

■古沢 喜幸  中 694-5        Ｔｅｌ 842-3510 Ｆａｘ 841-6909  E-mail  furu-yoshiyuki@kba.biglobe.ne.jp 

日本共産党土浦市議団 

無料法律相談のお知らせ 
毎月最終土曜日 午後１時半から 
(市民会館会議室又は亀城プラザ) 

会場は変更になることがありますので、予約の際に確かめてください。 
△ 相談時間はほぼ 30 分程度です。要領よく相談してください。 

△ 完全予約制です。必ず予約してください。 

◎ 予約・問い合わせ先 

久松 猛 822-6494 古沢喜幸 842-3510 
日本共産党事務所 821-5778 

バ
ト
ン
を
井
上 

圭
一
さ
ん
へ 

 

5
期
20
年
間
、
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
期
限
り

で
議
員
を
引
退
す
る
決
意
を
し
、
私

の
後
任
と
し
て
、
衆
議
院
選
挙
で
お

世
話
に
な
っ
た
「
井
上
圭
一｣

さ
ん
に

バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

私
は
、
議
員
を
引
退
す
る
か
ら
と

い
っ
て
政
治
の
世
界
か
ら
離
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

格
差
拡
大
を
進
め
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
論
外
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

が
当
た
り
前
に
通
る
政
治
を
目
指

し
、
さ
ら
に
努
力
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

暮
れ
の
衆
院
選
挙
で
は
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

茨
城
６
区
で
は
議
席
に
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
自
公
政
権
の
暴
走
政
治

に
真
正
面
か
ら
対
案
を
示
し
、
対
決
で

き
る
政
党
は
唯
一
、
日
本
共
産
党
で

す
。
私
は
元
自
衛
官
と
し
て
、
基
地
の

あ
る
町
・
土
浦
か
ら
「
若
者
を
戦
場
に

送
る
集
団
的
自
衛
権
は
絶
対
に
認
め

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

街
頭
宣
伝
中
に
は
、
私
や
日
本
共
産

党
に
期
待
す
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
託
さ
れ

た
思
い
を
議
会
に
届
け
る
べ
く
４
月

の
市
議
選
に
挑
戦
す
る
決
意
で
す
。 

引
き
続
き
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

消費税 10％は先送りでなくキッパリ中止を！ 

公
約
実
現
に
全
力 

先
の
総
選
挙
で
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
比
例
代

表
選
挙
で
６
０
６
万
票
（
土
浦
市
で
は
５

４
８
２
票
）
を
獲
得
し
、
沖
縄
１
区
と
合

わ
せ
、
８
議
席
か
ら
21
議
席
へ
前
進
し
、

衆
議
院
で
も
単
独
で
法
案
を
提
出
で
き

る
権
利
を
手
に
し
ま
し
た
。
新
し
い
国
会

に
は
政
党
助
成
金
廃
止
法
案
を
提
出
し

ま
す
。  

日
本
共
産
党
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
一

致
点
に
も
と
づ
く
共
同
―
「
一
点
共
闘
」

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
安
倍
暴
走
政
治
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
公
約
実
現
へ
全
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。 

４
月
26
日
投
票
で
行
な
わ
れ
る
土
浦

市
議
選
に
、
日
本
共
産
党
は
、
現
職
の
久

松
猛
氏
と
新
人
の
井
上
圭
一
氏(

52
歳)

の
２
名
で
の
ぞ
み
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

市
民
の
ね
が
い
実
現
に 

全
力
を
尽
く
し
ま
す 

久松 猛市議 

日本共産党 演説会のご案内 
２月２２日（日）午前１０時開会 

土浦市民会館 小ホール 入場無料 

弁士 衆議院議員 塩川てつや 

  市議会議員 久松 猛 

  雇用・福祉対策部長 井上圭一 
          

古沢 喜幸市議 

な
に
よ
り
も
、
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ

福
祉
や
暮
ら
し
も
守
れ
ま
す
。
安
倍
自

公
政
権
が
、
平
和
憲
法
を
ゆ
が
め
、
ア

メ
リ
カ
と
一
緒
に
海
外
で
戦
争
で
き

る
国
へ
と
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
す
る
閣
議
決
定
を
し
た
こ
と
は
許

せ
ま
せ
ん
。
ゆ
く
ゆ
く
は
徴
兵
制
に
も

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
暮
ら
し
を

守
れ
」
「
平
和
を
守
れ
」
の
声
を
大
に

し
て
訴
え
て
い
き
ま
す
。 

 
 

議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
そ
れ
は

多
岐
に
わ
た
る
市
民
の
要
望
を
実
現

す
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
。
そ
の

た
め
に
大
事
な
こ
と
は
議
員
の
権
利

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
議
会
で
の

質
問
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

井上 圭一 
雇用･福祉対策部長 

mailto:take19@emobile.ne.jp


  

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

古沢喜幸議員 

久松 猛議員 

12月議会 日本共産党市議団の一般質問 

水道課   平成 26年 3月議会の問題提起で 

受水槽のオーバーフロー検知器を開発 保育所･児童クラブのニーズ調査と実現を！ 

同規模の自治体では最高水準 

 有収率（※）の低下（Ｈ20年度 90.7％）を危

惧し、一般質問で最初に指摘したのはＨ21 年

の６月議会です。Ｈ23年７月度は最悪の 86％、

その結果を踏まえ、12月議会で原因を問うが、

意味不明の答弁でした。その後、水道課は古沢

議員の様々な提起（主な原因は人為的な水抜

き?）を受け、漏水や 1900箇所の排水弁の調査

等を実施。Ｈ23年 11月から月ごとのバラツキ

はありますが、年々有収率が向上し、今年度は

過去最高の 93.9％（Ｈ12年度）を抜き 94％を

超える傾向です。茨城県のトップは、人口密度

が高い守谷市の 96％です。土浦市と同規模の

自治体と比べたら、おそらく最高ランクに位置

し誇れる実績といえます。 

明確な原因は依然として不明 

 グラフのとおり、11 月は有収率が高く、7

月と 2月が低い傾向でしたが、今年度の 7月

は改善されています。徹底した原因の究明が

求められます。 

Ｈ23年比 3,300万円の節約 

 今年度の有収率は 94.6％で、この傾向でい

けば、水の仕入れ代としてＨ23年度比 3,300

万円の節約になります。古沢議員は、浮いた

お金で水道事業の専門家を養成すべきと提

案。市長は検討するという答弁でした。 

※県へ払う水代＝契約料+使用水量（m3）×45円×1.08 

職員の努力が実り 著しく改善されている有収率 

 離婚等の増加で一人親世帯が、収入減で共働き世帯も増えています。サービス業

は土日祭日営業が当たり前、幼児をみてくれる施設がなければ休まなければなら

ず、収入減と同時に勤めにくくなります。古沢議員は、子育て支援の充実に向け、

保育所及び児童クラブのニーズ調査を行い、その結果を踏まえ実現に向け検討すべ

きではないかと質問しました。 

保育所について ⇒検討する 

 保健福祉部長は、平成 25年 11月調査の結

果を明らかにしながら、保育所の確保等の課

題を整理し、日祭日の開所が可能かどうか、

利用者の意向を把握するためニーズ調査を行

い、保育士の確保など、実現の可能性を検討

したいと答弁しました。 

児童クラブについて ⇒検討する 

 教育部長は、他市の例なども示し、

体制の整備後アンケートを実施し、公

設･民営、民設･民営の事業手法も調査

し、子育て支援の充実に向け検討する

と答弁しました。 

 昨年６月の国会で、全会一致で成立・公布された

この法律は、従業員 20 人以下、商業・サービス業

では５人以下の小規模企業が地域経済と雇用確保

に大きな役割を果たしていることに着目し、国と地

方自治体が連携して小規模企業を支援するという

ものです。この法律の重要なポイントは小規模企業

が事業を維持し存在していること自体に意義があ

るとし、企業の９割を占める小規模事業者が地域経

済の主役だと位置づけた所にあります。久松議員の

質問に対し、「本市の状況は平成 24 年の調査では全

事業所6,618の内従業員20人以下の事業所は5,936

で約 90％、本市においても地域経済を支える重要な

存在だ。平成 21 年の調査と比較すると小規模事業

ＡＥＤは人の生命に 

かかわる医療機器 

日常の管理と更新を適切に 

「日常の管理、適切に改善する」 
 ＡＥＤは平成 16 年７月から一般市民も使

用可能になり、その翌年３月議会で久松議員

がこのことを紹介し公共施設への設置を提

案。その後平成 17 年から 22 年にかけて設置

され、現在 108 台が公共施設に設置されてい

ます。ＡＥＤは薬事法に規定する高度管理医

療機器及び特定保守管理医療機器に指定さ

れていることから、今回は管理が適切になさ

れているか質問。管理の在り方は国の通達で

示されていますが一部不十分さが明らかと

なり改善を約束。これまで心肺停止などで１

４回使用されていますが、マラソンや市民体

育祭、リクリエーションへの参加中に心肺停

止状態に陥った人８名がＡＥＤによる救命

措置で社会復帰しています。 

 全国的な米価暴落で農家は「コメ作ってめしくえ

ねー」と悲鳴を上げています。コメの生産費は労働

費や地代などを除いた農機具・肥料・農薬代などで

9,666円、それに加えて消費税増税、円安で燃油代、

資材費が高騰。 

 本市の今年度産米価格はコシヒカリ仮渡金で１

俵 9,500円、前年比 2,700円減，前々年比では 5,200

円減と大きく下落。コメの生産費にも足りません。

成立した小規模企業振興基本法を生かし 

本市でも積極的取り組みを！ 
   市長「住宅リフォーム助成制度、来年度も継続する」 
 

者は 532 事業所・8.2％減少している。本市としても

小規模事業振興のために積極的に支援していく」と

答弁しました。 

 また、市内業者への発注を条件としている久松議

員提案の「住宅リフォーム助成事業」が小規模事業

者を中心とする地域経済活性化に大きく寄与してい

ることから来年度も継続し、予算規模もさらに拡充

することを求めた質問に対し、市長は「来年度も継

続して実施する」と答弁しました。初年度である 26

年度に実施した住宅リフォーム助成制度は、予算が

1,600 万円、利用者は 196 件、リフォーム工事総額

は２億 7,110 万円で、予算の 17 倍となり、経済波及

効果の大きさを示しています。 

本市農業の米価暴落の実情とその対策を問う 
コシヒカリ１俵 9,500円で前年比 2,700円の減「農家にとって深刻なものと認識」 

 
国の支援策であるコメの直接支払交付金は平成 25 年

度は反当り 15,000 円であったものが今年度は 7,500

円へ半減、平成 30 年度からは廃止です。その他の国

の支援策として「収入減少影響緩和対策（ならし対

策）」がありますがこれに適用されるのは全国的には

わずか６％程度のコメ農家。 

「本市の支援策は？」との問いには「国・県の支援策

を普及していくこと」と述べるにとどまっています。 

給水管から給水 

 

 古沢議員は昨年 3 月議会で、高層建築に使用される受水槽の定水位弁(電磁

弁)やポールタップ（フロートスイッチ)が故障すれば、給水が止まらずオーバ

ーフロー管から垂れ流しになり、有収率の低下(不明水量の増加)を招く。メー

ター(量水器)の設置などの対策が必要ではないかと提案。水道課は、指摘を真

摯に受け止め、民間企業と共同し下図のような安価な装置（単体価格 33,000

円）を開発。土浦市内だけでなく、全国に普及すべきすぐれものです。 

 

※有収率＝料金に反映される水量÷配水量 

    配水される水が有効に使われる割

合（有収率 90％⇒10％が不明水） 

7 月 90.19％ 93.09％ 93.62％ 94.60％ 

2 月 7 月 7 月 

7 月 

2 月 

2 月 

11 月 
11 月 11 月 

H23 H24 H25 H26 

旧土浦の 月ごとの有収率の推移 

公
民
館
に
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ 


